
地域おこし協力隊員が
高隈地区にやってきた!!

　４月１日、市は地域おこし協力
隊員として緒方 康浩さん（千葉県
25歳）、繁昌 孝充さん（神奈川
県28歳）の２人を任命しました。
これは、都市住民を受け入れ、地
域協力活動に従事してもらい、地
域の活性化に貢献してもらう総務
省の制度を活用したもの。
　両隊員は高隈地区に移住し、同
地区のコミュニティ活動の運営と
活性化に係る支援等を行います。

旧鶴羽小学校跡地で
ニジマス釣り

　３月30日、旧鶴羽小学校のプー
ルで「にじます交流釣り大会」が
行われました。
　これは、廃校となった小学校跡
地を活用しようと花岡地区町内会
連絡協議会が釣り大会を提案。
　昨年10月に光華保育園の園児と
ニジマスを放流し、交代で餌やり
等を続けてきました。当日は、多
くの参加者が訪れ、大きく育った
ニジマスを釣り上げていました。

　４月12日、改装中であった市体育館でリニューア
ルオープニングセレモニーが行われました。
　同体育館の改修では、内外壁の交換と塗装、天井板
落下防止補強、床の張り替え、照明設備のＬＥＤ化、
２階観客席の交換などの整備が行われました。
　当日は、来賓や卓球の各校代表選手らによるテープ
カット、くす玉割りが行われた後、リニューアル記念
イベントとして、大隅地区春季中学校卓球大会が開催
されました。また、翌日にも、市内外の高校女子バ
レーボール部６チームを招待したバレーボール大会と
合同練習が行われました。

市体育館がリニューアルオープン

　３月28日から４月６日にかけて、串良平和公園で
「2014くしら桜まつり」が開催され、期間中は、夜
桜ちょうちんの設置やライトアップなどが行なわれ、
昼夜を問わず市内外から花見客が訪れました。
　また、４月６日には「第29回くしら桜まつりジョ
ギング大会」を開催。４コースに過去最高の1,012人
がエントリー。さわやかな春の日差しの下、沿道の声
援を受けながら桜並木のトンネルを懸命に走り抜け、
健脚を競いました。そのほか、特製お菓子のつかみ取
りや薩摩剣士隼人などのステージショーも行われ、多
くの家族連れなどで賑わいました。

戦没者の冥福を祈り、不戦と恒久平和を誓う

　４月５日、小塚公園慰霊塔前広場で「旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼
式」が行われ、全国から遺族や元隊員など約400人が参列しました。
　57回目を迎える同追悼式は、国内最大だった旧海軍鹿屋航空基地から特別攻
撃隊として出撃していった16歳から35歳の隊員908人の御霊を慰めようと行わ
れているもの。
　式典では、参列者全員で国歌を斉唱した後、SH-60Kヘリコプター、P-3C哨戒
機による追悼飛行が行われました。中西市長は「現在の平和と繁栄は、尊い命を
捧げられた御霊のご加護によるものであり、心から御冥福をお祈りいたします」
と式辞を述べました。その後、桜の花が舞う下で、参列者による献花に続いて遺
書朗読、生存者による「同期の桜」の合唱が行われ、戦没者の冥福を祈り、不戦
と恒久平和の誓いを新たにしました。

交通事故のない
まちづくりを目指す

　４月４日、鹿屋市役所前駐車場
で「春の全国交通安全運動出発
式」が行われ、警察・消防や自衛
隊、防犯協会などから57団体、約
160人が参加しました。鹿屋市交
通安全協会会長号令のもと、白バ
イやパトカーなどのパトロール隊
が出発。その後、参加者は街頭に
出てチラシなどを配布し、市民総
ぐるみの交通安全運動の推進をア
ピールしました。

新社会人としての
決意新たに

　４月３日、鹿屋商工会議所で中
小企業の合同入社式が行われ、製
造業やサービス業など市内21事業
所から63人の新入社員が出席しま
した。
　新入社員を代表して有限会社料
亭義経の西原智也さんが「社会の
一員として地域に貢献できるよう
努力したい」と抱負を述べると、参
加した新入社員は、引き締まった表
情で決意を新たにしていました。

2014くしら桜まつりを開催2014くしら桜まつりを開催

　４月13日、牛馬の神として知ら
れ「山王どん」の愛称で親しまれ
ている輝北町市成の日枝神社で、
「輝北畜産まつり」が開催されま
した。
　当日は、演芸大会や歌謡ショー、
マジックショーが披露されたほ
か、血統書付きの黒毛和牛の子牛
１頭が当たる抽選会も行われ、訪
れた約1,000人の観客は、歓声を
あげながら楽しんでいました。

春の恒例行事
「輝北畜産まつり」

輝北子牛48頭が元気に入牧

　４月22日、入牧式が市営鳴之尾
牧場で行われ、生後6か月～12か
月齢の乳用子牛48頭が緑豊かな牧
草地に放牧されました。
　雨が降るなか行われた入牧式で
は、授業の一環で鹿屋農業高校生
９人も参加。慣れた手つきで子牛
の世話や検査に協力していまし
た。放牧期間は１年～１年半ほど
で、受胎後、分娩の２～３か月前
に各酪農家に里帰りします。
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